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お得な年間パスポート 

定例庭園ガイドツア
ーは土・日曜日 11
時・14 時、英語ガ
イドツアーは土曜日
10 時 30 分より。 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１４９号 

秋の気配を感じたら 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

この石どこにある？ 

【かわら版 148 号 この石どこにある？の答え】 

 前号でご紹介し

たこちらの石たちは

西門から庭園に入っ

て、左側、大堰川に

架かる渡月橋の先に

あります。 

 石たちが観る人の視線を促すその先には、京都の

紅葉の名所・東福寺の通天橋に見立てた朱塗りの橋

が架かり、春の若葉、秋の紅葉など、一年を通じて

モミジとの共演をお楽しみいただけます。 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

 

 

 “暑さ寒さも彼岸まで”とは言われていますが、本当

に涼しくなるのかな？なんて思ってしまうような、暑い、

熱い、アツイ、今年の夏でしたね。 

 それでも、８月の終わりには、秋の虫たちの鳴き声が聞

こえ、朝晩は少し秋の気配も漂うようになりました。 

 当園初秋の風物詩、園内を赤く染める“ヒガンバナ(彼

岸花)「マンジュシャゲ(曼殊沙華)」とも”のお問合せも増

えてきました。例年、９月半ばごろには見ごろに入ります

が今年はどんな感じになるのでしょう？「咲き始めたら、

みなさまに、速やかにお知らせしなければ・・・」職員の

ソワソワも高まる今日このごろです。 

 また、園内でも、“実りの秋”に向けて、イロイロな木

の実の準備も大詰めです。田んぼには、小学生たちが一生

懸命に作ってくれた案山子(かかし)が並びました。これ

も、当園の秋の風物詩！今年も、たくさんの収穫ができま

すように！ 

 秋の気配を感じたら、散策にいらっしゃいませんか？ 

食欲の秋、芸術の秋、読書の秋。みなさまの心を躍らす秋

と共にお待ち申し上げます。 

 園内の石をご紹介しているこのコーナー、前々

号では「景色の変化を教えてくれる石」、前号で

は「美しい景色に視線を誘導してくれる石たち」

をご紹介いたしました。 

 今回は、私たちに「ワクワク感をプレゼントし

てくれる石」をご紹介します。 

 吊り橋や、一本橋など、足元が不安定な時、足

元をしっかりと確かめつつ、少しドキドキしなが

ら歩みを進める方が多いのではないでしょうか。

でも、時にはそのドキドキが、冒険をしているよ

うなワクワク感に変わる瞬間も訪れるような気が

します。 

 下の写真の石は、表面もほぼ平らで安定し、い

くつか据えられた仲間の石とともに、飛び石にな

り、園路の役割も果たしています。 

 

 

 

 では、何故、ワクワク感をプレゼントしてくれ

るのかといいますと、据えられた石と石の間を浅

く水が流れているからだと思います。次の石に進

む時、私たちは水の流れを跨がなければなりませ

ん。流れに足を落とさないよう、慎重に足元を確

認しつつ進んでいただき、いくつか進んで慣れて

くると、歩みを止めて景色を楽しんだり、ワクワ

クした気持ちが強くなったりもするのです。 

 さあ、この石は園内のどこにあるでしょうか？ 

ヒントは、マイナスイオンが豊富にあるといわれ

る水しぶきの多い場所の近くです！暑い日も、こ

こでは、視覚や聴覚で涼を感じていただけそうで

す。この周辺には、形や色などイロイロな石が据

えられています。お気に入りを探してみてくださ

い。(石は歩きやすいように据えられていますが雨

上がりなどは、大変に滑りやすくなることもあり

ますので、お気をつけください。この石どこにあ

る？の答えは次号でお知らせいたします。) 

「唐門」を学ぶ秋！ 

 園内内庭にある唐門は、２０２０年秋に復元されまし

た。唐門では、パーツごとに高度な職人技をご覧いただく

ことができます。その唐門を、より多くのみなさまに知っ

ていただきたく、完成から１年目には「扁額(へんがく)」

に、翌年には「彫刻」に焦点をあてて、講演会やパネル展

示を行いました。 

 そして、第三弾！この秋は「彩色」に焦点をあててご案

内をする予定です。現在、ホームページでは、過去 2 回の

振返り記事もご覧いただけます。 

 今年の開催内容は、決まり次第、ホームページなどでお

知らせいたします。どうぞ、お楽しみに。 

 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

